
第15回
日本生殖内分泌学会学術集会

会 期：２０１０年１１月２０日（土）午後から２１日（日）午後まで
学術集会，情報交換会会場：

千里ライフサイエンスセンター（大阪府豊中市新千里東町１―４―２）

主なプログラム：
（１）招請講演：

「Gonadotropin-Regulated Testicular Helicase（GRTH/DDX２５）: A Master Post-Tran-
scriptional Regulator of Spermatogenesis」

Section on Molecular Endocrinology, Program on Developmental Endocrinology and
Genetics, Eunice Kennedy Shriver National Institute of Child Health and Human
Development, National Institutes of Health Maria L Dufau 先生

（２）教育講演：
「遺伝子改変動物を通して見る受精の仕組み」

大阪大学微生物病研究所附属遺伝情報実験センター 岡部 勝 先生
（３）シンポジウム：〈卵巣機能調節における新知見〉

「卵巣ステロイドホルモン合成に関連する遺伝子発現調節機構の新知見」
福井大学生化学 矢澤隆志 先生

「卵子成熟を制御する顆粒膜細胞分泌因子」
広島大学大学院生物圏科学研究科 島田昌之 先生

「黄体における血管新生調節機構」 山口大学産科婦人科学 田村博史 先生
「ヒト黄体形成の調節機構」 京都大学産科婦人科学 藤原 浩 先生

（４）サテライトシンポジウム１：〈SERMと SARM〉
弘前大学大学院医学研究科 産科婦人科学 水沼英樹 先生

福岡大学医学部内分泌糖尿病内科 柳瀬敏彦 先生
サテライトシンポジウム２：〈精子形成と Small RNA〉
「精子形成における小分子 RNAを介した遺伝子発現制御」

大阪大学大学院医学系研究科・医学部幹細胞病理学 仲野 徹 先生
「ヒト精子形成における，ステージ特異的 PIWIL（HIWI）familyの発現」

金沢大学大学院医学系研究科集学的治療学（泌尿器科学） 高 栄哲 先生
（５）ランチョンセミナー：

「無精子症から精子出現に向けての泌尿器科医の努力―EDと生殖内分泌―」
国際医療福祉大学病院 岩本晃明 先生

第１５回日本生殖内分泌学会学術集会をお世話させていただき，大変光栄に存じます．

昨今の少子化社会において，不妊治療に対する社会の期待は高まっていますが，本学

会学術集会は不妊治療と密接な関わりを有する生殖内分泌の基礎および臨床について，

学際的に討議する場であると理解しています．その意味において，この分野の研究者，

臨床家が学術集会の発表の場のみならず，十分に情報交換できる場として，今回は情報

交換会（Wine and Cheese）を設定させていただきました．

学術集会を１会場のみで，土曜日午後から情報交換会をはさんで日曜日午後まで，生

殖内分泌の諸テーマにつき，様々な立場から，様々な議論が展開されることを大いに期

待しております．多くの皆様のご参加を心からお待ちしております．

第１５回日本生殖内分泌学会学術集会会長 並木 幹夫

問い合わせ先：

第１５回日本生殖内分泌学会学術集会事務局

金沢大学大学院医学系研究科集学的治療学（泌尿器科学）（担当：高 栄哲）

TEL：０７６―２６５―２３９３，E-mail : kohei@med.kanazawa-u.ac.jp

学術集会
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